日本語の表現と技法 : 思考し表現する学生を育てるライティング指導の研究 by 荻原 桂子 & 宮本 和典









































































































































九州女子大学紀要 第51巻2号 109 
指摘するヘまた、戸田山和久氏はプロトタイプを論文の本体 (body)と呼ぴ、次の3つの








































評価基準(点数) 。点 5点 10点 20点
務レベル (20点) 事異字や脱字がか いくつかの誤り 一、ーカ所のケ ーカ所もケアレ





文レベル (20点) 童書りやわかりに 数カ所の誤りが 一、ーカ所のケ ーカ所もケアレ
文体が統一されて くい文がかなり あ哲、わかりに アレスミスはあ スミスがなく、
おり、一文一義の 自につく。 くい文がいくつ るが、ほぽわか わかりやすい文
わかりやすい文で かある。 りやすい文に になっているa
書かれている. なっているe
文構成 (2む点) 論理関係がわか 数カ所の接続語 一、ーカ所の接 接続語の用い方
接続音量を適切に用 りにく"0 の用い方に不備 線香音の用い方に も適切で、文相
い、文相互の論理 があり、論理闘 不備はあるが論 互の論理関係が
関係が明確であ 係にあいまいさ 理関係にあいま 明確である。
る。 がある。 いさがない.
文内容 (20点} 部分的な情報に 部分的な情報は 部分的な情報は 部分的な情報に
複数の部分的な情 不足があり、全 ほほ適切である ほぽ適切で、全 過不足はなく、
報をもとにして、 体の事柄がまと が、全体の事柄 体の事柄もほぼ 全体の事柄が明
全体の事柄がまと まっていない。 が明噺ではな 明噺にまとめら 断にまとめられ
まっている。 い。 れている。 ている。
文全体 (20点〉 読む人が必要と 読む人が必要と 読む人が必要と 読む人が必要と
読む人が必要とす する情報が未整 する情報の整理 する情報を整理 する情報を整理
る情報を整理し 還で、独りょが がうまくできて して、ほぽ具体 して、具体的に
て、情報を言葉で りな説明になっ いないため、わ 的にわかりやす わかりやすく的
具体的にわかりや ている。 か坦にくいa く説明してい 確に説明してい
すく説明してい るe るa
る。














































































































































































① ③ ③ などの丸付き数字
1 I 班 などのローマ数字
m 鰯などの省略文字































3 山下直「国語教育(表現指導)J W表現研究』第97号、表現学会、 2013年4月、 p.200





























12 戸田山和久『論文の教室レポートから卒論までJNHKブックス、 2012年畠月、 p由0
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